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キノコとは

担子菌類 子嚢菌類



調査時期

春

ツバキキンカクチャワンタケツバキキンカクチャワンタケ アミガサタケアミガサタケ セミノハリセンボンセミノハリセンボンアカヤマドリアカヤマドリ

夏

マイタケマイタケ オオワライタケオオワライタケ

秋

ヒラタケヒラタケ タマキクラゲタマキクラゲ

冬

春、初夏（梅雨）、秋の３回は最低限必要。
+ 可能であれば 夏、晩秋。



標本採集点数

確認種リストの作成の為には、キノコを標本として採集して
持ち帰り、生物顕微鏡(100～1000倍)で同定作業をする必要
がある。
→１点ごとに分析費が必要で、採集点数を最初に決めてお
く必要がある。

調査地域の環境、植生（特に樹林）の多様さ、
エリア分けなどに応じて設定。

これまで実施した調査では一季毎に２０～１００点、
多くの場合５０点ほど。



現地調査

調査日数
概ね植物相と同規模。

調査風景調査風景 標本作製標本作製 標本標本

注意すべき点としてキノコは天候や気温に発生が左右される。
乾燥が長く続いた後はキノコが少ないことが予想されるので、
調査予備日を設定しておくことが望ましい。



同定

リスト作成までの日数
２ヶ月が目安。
（分類の難しいグループがある場合は３ヶ月）

キノコの断面キノコの断面 胞子胞子

ジュズテングノメシガイジュズテングノメシガイ ホソミノアカダマタケホソミノアカダマタケ



キノコのレッドデータブック掲載種 １

環境省レッドデータブックに記載の種数

合計 １６０種

絶滅絶滅絶滅絶滅

（（（（EXEXEXEX））））

野生絶滅野生絶滅野生絶滅野生絶滅

(EW)(EW)(EW)(EW)

絶滅危惧絶滅危惧絶滅危惧絶滅危惧ⅠⅠⅠⅠ類類類類

(CR+EN)(CR+EN)(CR+EN)(CR+EN)

絶滅危惧絶滅危惧絶滅危惧絶滅危惧ⅡⅡⅡⅡ類類類類

(VU)(VU)(VU)(VU)

準絶滅危惧準絶滅危惧準絶滅危惧準絶滅危惧

(NT)(NT)(NT)(NT)

情報不足情報不足情報不足情報不足

(DD)(DD)(DD)(DD)

26種 1種 39種 23種 21種 50種

・冬虫夏草や海辺に生えるキノコが多い
・調査では環境省RDBの掲載種を確認することはごくまれ。

写真の出典：レッドデータブック2014 9 植物Ⅱ写真の出典：レッドデータブック2014 9 植物Ⅱ



都道府県のＲＤＢでキノコの記載のある県
・２０の都道府県で記載がある。

・各地で菌類相の解明が進んでおらず、

掲載種数は少ない。

・県内の減少傾向にある植生に

発生する種が選定されることが多い。

全国的にはアカマツ林、

関東ではシイ・カシ林などの照葉樹林や

ブナ林など。

・ 調査では１年の調査で１種、２種は

確認されることが多い。

シモコシ（マツ林）シモコシ（マツ林） ツキヨタケ（ブナ林）ツキヨタケ（ブナ林）

キノコのレッドデータブック掲載種 ２



調査結果の例

場所場所場所場所
調査調査調査調査

回数回数回数回数

採集採集採集採集

点数点数点数点数
確認種数確認種数確認種数確認種数

東北地方 里山 1回 40点 約20種

近畿地方 里山 3回 40点 約100種

近畿地方 里山 4回 40点 約130種

関東地方 山地 4回 50点 約150種

・１年の調査で確認種は重複もあり、１００～１５０種。
調査回数、採集点数が増えると確認種数も増加。

ナラタケナラタケ ベッコウタケベッコウタケ



蘚苔類調査について １

調査時期
季節による消長は少ないが、春先に同定しや
すい種があること、秋～冬にかけて
発生する種があることから、
春と晩秋の２回の実施が標準。

イチョウウキゴケイチョウウキゴケ

蘚類、苔類、ツノゴケ類からなる分類群。コケ
植物とも呼ばれる。



蘚苔類調査について ２

リスト作成までの日数
２ヶ月が目安。

調査日数
概ね植物相と同規模。
非常に歩みが遅く、歩き回って探すよりも、生育適地で集中して探す
方が多くの種を確認しやすい。

標本採集点数 →１点ごとに分析費が必要。

調査地域の環境、植生の多様さ、エリア分けなどに応じて設定。他
の分類群と比較してより微細な環境に生育し、湿気の多い場所を
好む。
これまで実施した調査では一季毎に
５０～２００点。多くの場合１００点。

コセイタカスギゴケの葉の断面コセイタカスギゴケの葉の断面



地衣類調査について １

菌類と藻類が共生関係を結んで生活している分類群。
まだまだ研究は進んでおらず、種名がまだ付いていないものも
多い。

調査時期
季節による消長はなく、調査はいつ実施しても良い。同時に実施す
ることの多い蘚苔類に合わせて春と晩秋の２回の調査が標準。



地衣類調査について ２

リスト作成までの日数
２ヶ月～３ヶ月が目安。

調査日数
概ね植物相と同規模。

標本採集点数 →１点ごとに分析費が必要。

調査地域の環境、植生の多様さ、エリア分けなどに応じて設定。あ
る程度の明るさがあり、湿気の多い場所を好む。
これまで実施した調査では一季毎に２０～１００点。
多くの場合５０点。

地衣成分を抽出中地衣成分を抽出中



おわりに

キノコ・蘚苔類・地衣類を調べて分かること

生育する種を知ることで、調査地域がどのような
環境であるかを知ることができる。

都道府県のレッドデータブックの整備が進めばさらに調査
の必要性は高まるはず。
環境アセスメントの項目にキノコ・蘚苔類・地衣類を
選定するよう働きかけていただきたい。

マツタケ

↓

良好なマツ林

マツタケ

↓

良好なマツ林

カビゴケカビゴケ サルオガセサルオガセ
↓

非常に空中湿度が高く、良好な自然

↓

非常に空中湿度が高く、良好な自然



ありがとうございました。


